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〒690-0048 島根県松江市西嫁島町1-2-33 TEL(0852)21-7367

自転車道と歩道の最適な幅員検討社会実験自転車道と歩道の最適な幅員検討社会実験

～社会実験の背景～

山陰道側道（松江市上乃木）において、国土交通省（松江国道事務所）では「自転車道と歩道の最適な幅員
検討社会実験」を実施します。全国的に展開される自転車道整備の参考とするため、自転車道と歩道の幅員
割合を変化させ、利用者の方々の意見を踏まえながら、幅員の組合せを調査検討する社会実験です。

～社会実験の概要～

●平成20年1月（下旬）～3月（上旬）にかけて、自転車道と歩道の境界に、実験用の「柵を設置」します。
●柵の設置場所は、東地区と西地区の２地区に分かれていて、「東西で自転車道の幅員が変化」します。
●自転車道の幅員変化は、[ケース①2.0ｍ][ケース②2.5ｍ][ケース③3.0ｍ]の３ケースを試行します。

■自転車道と歩道の幅員割合を変化させた、３ケースの比較実験を行います。■
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